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烏
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「
白
貯
舞
歌
」
菅
古
齢
の
文
事
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
大
村
和
人
序
章
南
朝
「
艶
詩
」
研
究
に
お
け
る
「
自
貯
舞
歌
」
の
重
要
性
北
宋
の
果
関
は
『
優
古
堂
詩
話
』
で
「
古
今
詩
人
一
詠
婦
人
者
，
多
以
歌
舞
矯
稿
(
古
今
の
詩
人
の
婦
人
を
認
む
者
は
、
多
く
歌
舞
を
以
て
穏
と
矯
す
)
」
と
述
べ
、
古
今
の
「
艶
詩
」
の
中
で
、
歌
を
歌
い
、
舞
を
舞
う
女
性
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
舞
や
梁
器
を
演
奏
す
る
女
性
を
描
い
た
作
品
を
別
稿
で
は
「
梁
舞
詩
」
と
呼
ん
だ
が
、
「
舞
」
に
限
定
し
て
も
、
南
朝
梁
代
ま
で
の
「
艶
詩
」
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
『
玉
喜
一
新
一
一
詠
』
に
そ
の
類
の
作
品
は
少
な
か
ら
ず
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
梁
・
江
洪
「
認
舞
女
」
、
梁
・
何
遜
「
一
一
詠
舞
妓
」
(
以
上
、
巻
五
)
梁
・
簡
文
帝
粛
綱
の
コ
詠
舞
」
(
巻
七
)
お
よ
び
そ
れ
に
唱
和
し
た
徐
陵
と
庚
信
の
「
奉
和
一
詠
舞
」
(
巻
八
)
や
、
南
朝
宋
・
飽
照
の
「
代
自
狩
歌
曲
附
」
二
首
と
「
代
准
南
王
」
一
一
首
、
南
朝
梁
・
沈
約
「
春
日
白
紳
助
」
「
秋
日
白
綜
曲
」
と
張
率
「
白
貯
歌
曲
附
」
二
首
(
以
上
、
巻
九
)
、
梁
・
武
一
帝
「
一
一
詠
舞
」
、
庚
一
肩
吾
「
一
諒
舞
曲
慮
令
」
(
以
上
、
巻
一
O
)
な
ど
で
あ
る
。
別
稿
で
は
築
府
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
三
婦
艶
」
末
二
句
に
見
ら
れ
た
祝
鮮
を
取
り
上
げ
て
そ
の
源
流
と
意
味
を
探
っ
た
が
、
そ
の
研
究
の
過
程
に
お
い
て
右
に
奉
げ
た
南
朝
宋
・
飽
照
の
「
代
白
綜
歌
僻
」
三
首
や
南
朝
梁
・
沈
約
の
「
白
狩
曲
」
も
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
柴
府
は
「
白
貯
舞
歌
」
と
呼
ば
れ
「
『
梁
府
詩
集
』
巻
五
五
・
五
六
「
舞
曲
歌
僻
」
に
枚
録
さ
れ
て
い
る
「
雑
舞
」
で
あ
る
。
『
築
府
詩
集
』
の
「
舞
曲
歌
僻
」
は
大
別
し
て
「
雅
舞
」
と
「
雑
舞
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
祭
租
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
る
舞
を
指
ち
後
者
に
針
し
て
郭
九
茂
備
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
雑
舞
者
，
公
莫
、
巴
泳
、
架
舞
、
韓
舞
、
鐸
舞
、
梯
舞
、
白
狩
之
類
是
也
。
始
皆
出
自
方
俗
，
後
寝
陳
於
殿
庭
。
蓋
白
周
有
鰻
梁
散
梁
，
秦
漠
因
之
増
車
問
，
宴
舎
所
奏
，
ょ
う
や
率
非
雅
舞
(
雑
舞
と
は
、
公
莫
、
巴
漁
、
柴
舞
、
韓
舞
、
鐸
舞
、
梯
舞
、
白
貯
の
類
是
れ
な
り
。
始
め
皆
な
出
づ
る
に
方
俗
白
り
し
、
後
に
寝
く
殿
庭
に
陳
ぶ
。
蓋
し
。
周
自
り
鰻
出
来
散
梁
有
り
、
秦
漠
之
に
因
り
て
増
庚
し
、
宴
舎
の
奏
す
る
所
、
率
ね
雅
舞
に
非
ず
)
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
雑
舞
」
と
は
も
と
も
と
民
間
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
宮
廷
で
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
舞
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
宴
舎
の
場
で
演
奏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
「
雑
舞
」
の
例
と
し
て
、
郭
茂
備
は
「
公
莫
舞
」
「
巴
泳
舞
」
「
杯
柴
舞
」
「
騨
舞
」
「
鐸
舞
」
「
梯
舞
」
「
白
好
」
を
翠
げ
、
賞
際
に
作
品
を
枚
銭
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
白
狩
舞
」
は
、
央
地
方
産
の
「
白
貯
」
と
い
う
布
を
用
い
て
作
っ
た
衣
装
を
身
に
つ
け
、
更
に
余
り
の
布
で
作
っ
た
ハ
ン
カ
チ
を
手
に
持
っ
て
舞
う
舞
踊
で
あ
る
と
い
う
。
「
又
有
『
白
紳
舞
』
，
按
舞
詞
有
巾
抱
之
言
，
い
何
本
臭
地
所
出
，
宜
是
呉
舞
也
(
叉
た
『
白
狩
舞
』
有
り
、
舞
詞
を
按
ず
る
に
巾
砲
の
言
有
り
、
貯
は
本
と
呉
地
よ
り
出
づ
る
所
、
宜
し
く
是
れ
臭
舞
な
る
べ
し
)
」
「
白
貯
舞
」
の
歌
詞
の
中
に
は
「
巾
一
裕
之
宮
一
口
」
が
あ
る
が
、
「
狩
」
と
は
央
地
方
の
特
産
で
あ
る
の
で
、
「
白
狩
舞
」
は
呉
地
方
の
舞
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
「
巾
抱
之
一
百
」
と
は
、
後
出
の
「
青
白
綜
舞
歌
詩
」
其
一
「
(
白
綜
)
質
如
軽
雲
色
如
銀
，
愛
之
濯
誰
贈
佳
人
。
制
以
矯
袖
徐
作
巾
、
抱
以
光
躯
巾
梯
塵
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
民
間
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
時
の
原
典
の
完
全
な
姿
の
原
作
は
残
っ
て
い
な
い
。
『
楽
府
詩
集
』
が
牧
録
す
る
最
古
の
作
品
は
雪
代
無
名
氏
作
の
「
E
目
白
狩
舞
歌
詩
」
コ
一
首
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
其
一
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。
「
軽
緩
徐
起
何
洋
洋
，
宜
同
暴
雨
手
白
鵠
淘
。
宛
若
龍
轄
乍
低
昂
，
凝
停
善
陳
容
儀
光
。
如
推
若
引
留
旦
行
，
随
世
而
蟹
誠
無
方
。
舞
以
霊
一
押
安
可
忘
，
E
目
世
方
昌
梁
未
央
。
質
如
軽
雲
色
如
銀
，
愛
之
遺
誰
贈
佳
人
。
制
以
矯
抱
徐
作
巾
，
抱
以
光
躯
巾
沸
塵
。
麗
服
在
御
舎
佳
貧
，
謬
醒
盈
樽
美
且
淳
。
清
歌
徐
舞
降
祇
紳
，
四
坐
歓
楽
胡
可
陳
(
軽
躯
徐
ろ
に
起
つ
こ
と
何
ぞ
洋
洋
た
る
、
雨
手
を
高
く
皐
げ
白
鵠
朔
る
。
宛
も
龍
蒋
じ
て
乍
ち
低
昂
す
る
が
若
く
、
善
昧
を
凝
停
し
容
儀
光
く
。
推
す
が
如
く
引
く
が
若
く
留
ま
り
て
且
つ
行
き
、
世
に
随
い
て
嬰
ず
る
こ
と
誠
に
方
無
し
。
舞
い
て
以
て
紳
を
牽
く
す
こ
と
安
く
ん
ぞ
忘
る
可
け
ん
や
、
E
日
世
方
に
昌
ん
に
し
て
楽
し
み
は
未
だ
央
き
ず
。
質
は
軽
雲
一
の
如
く
色
は
銀
の
如
く
、
之
を
愛
し
て
誰
に
か
遺
さ
ん
佳
人
に
贈
ら
ん
。
制
し
て
以
て
砲
を
矯
り
除
り
は
巾
を
作
り
、
砲
は
以
て
躯
を
光
あ
つ
〔
凶
〕
か
し
巾
は
塵
を
携
う
。
麗
服
御
に
在
り
佳
貧
を
舎
め
、
穆
醸
樽
に
盈
ち
美
く
E
つ
淳
し
。
清
歌
徐
ろ
に
舞
い
祇
神
を
降
ろ
す
、
四
坐
歓
楽
し
胡
ぞ
陳
ぬ
可
け
ん
や
)
」
こ
の
作
品
の
前
七
句
は
宴
席
で
白
綜
舞
を
舞
う
妓
女
の
動
態
を
精
鰍
に
描
寓
し
て
い
る
。
冒
頭
二
句
で
は
女
性
が
軽
や
か
に
舞
う
姿
を
「
白
鵠
」
が
朔
る
姿
に
、
第
三
句
で
は
穫
を
振
っ
て
舞
う
姿
を
「
龍
」
に
喰
え
る
。
「
鵠
」
と
は
、
漢
和
齢
典
に
よ
れ
ば
、
「
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」
「
ク
グ
ヒ
」
と
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
唐
初
ま
で
は
「
鶴
」
と
ほ
ぼ
同
じ
鳥
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
れ
「
第
四
句
で
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
女
性
の
慢
も
描
寓
す
る
。
第
五
・
六
句
で
は
舞
う
動
作
が
幾
化
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
描
寓
す
る
。
そ
し
て
、
第
七
句
で
は
、
そ
の
舞
が
「
紳
(
精
紳
)
を
牽
く
」
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
と
最
大
級
の
賛
鮮
を
述
べ
、
そ
れ
を
受
け
て
第
八
勾
績
く
二
句
で
は
、
「
白
狩
」
で
舞
衣
(
「
砲
」
)
を
作
り
、
そ
の
余
り
で
舞
の
際
に
手
に
も
つ
布
(
「
巾
」
)
を
作
ろ
う
と
述
べ
る
。
次
の
二
句
で
盛
曾
を
描
寓
し
た
あ
と
、
そ
の
「
香
世
方
昌
柴
未
央
」
と
い
う
直
接
晋
朝
に
向
け
ら
れ
る
祝
齢
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
の
二
句
で
は
「
白
狩
」
白
健
を
褒
め
稽
え
、
そ
れ
を
「
佳
人
」
に
贈
ろ
う
と
述
べ
る
。
れ
ま
で
に
描
寓
さ
れ
て
き
た
「
清
歌
徐
舞
」
が
「
紙
紳
」
を
降
臨
さ
せ
る
と
歌
い
、
宴
の
参
加
者
全
員
に
醤
え
よ
う
も
な
い
歓
楽
が
賛
さ
れ
る
こ
と
を
言
祝
い
で
作
品
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。
清
の
陳
一
昨
明
は
『
采
寂
堂
古
詩
選
』
巻
九
で
こ
の
作
品
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。
「
『
軽
躯
』
句
，
『
如
推
』
句
，
官
局
舞
生
動
。
後
人
一
諒
舞
詩
，
皆
出
於
此
(
『
軽
躯
』
句
、
『
如
推
』
句
、
舞
を
寓
す
こ
と
生
動
た
η。
後
人
の
一
詠
舞
詩
、
皆
な
此
れ
よ
り
出
づ
)
」
の
組
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
無
名
氏
に
よ
る
「
宋
白
綜
舞
歌
詩
」
は
音
古
僻
其
一
中
の
句
を
入
れ
替
え
、
宴
の
描
鶏
を
削
除
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
膏
古
齢
其
一
と
嬰
わ
ら
な
い
。
陳
詐
明
は
第
一
句
や
第
五
句
を
翠
げ
て
描
潟
が
生
き
生
き
し
て
い
る
と
稽
貧
し
、
こ
の
作
品
が
後
世
の
「
一
一
詠
舞
詩
」
次
に
、
「
E
目
白
紛
舞
歌
詩
」
其
二
を
見
て
み
よ
う
。
「
隻
狭
湾
暴
鴛
鳳
潮
，
羅
裾
瓢
鍋
昭
儀
光
。
趨
歩
生
姿
准
一
流
芳
，
鳴
弦
清
歌
及
三
陽
。
人
生
世
開
如
電
過
，
梁
時
毎
少
苦
日
多
。
幸
及
良
辰
耀
春
華
，
菰
両
信
献
舞
越
女
歌
。
義
和
馳
景
逝
不
停
，
春
露
未
稀
巌
霜
零
。
百
草
凋
索
花
落
英
，
臆
蜂
吟
煽
害
事
蝉
鳴
ロ
百
年
之
命
忽
若
傾
，
早
知
迅
速
乗
燭
行
。
東
遁
扶
桑
遜
紫
庭
，
西
至
昆
寄
戯
曾
城
(
笠
「
快
調
惜
し
く
塞
が
り
驚
鳳
朔
け
り
、
羅
裾
瓢
舗
と
し
て
昭
儀
光
く
。
趨
歩
す
る
生
姿
は
流
芳
を
進
め
、
鳴
弦
清
歌
は
三
陽
に
及
ぶ
。
人
の
世
間
に
生
く
る
こ
と
電
の
過
ぐ
る
が
如
く
、
築
時
は
毎
に
少
な
く
苦
臼
多
し
。
幸
い
に
良
辰
の
春
華
を
耀
か
す
に
及
べ
ば
、
斉
侶
は
舞
を
献
じ
越
女
は
歌
う
。
義
和
は
景
を
馳
せ
逝
き
て
停
ま
ら
ず
、
春
露
は
未
だ
稀
か
ず
巌
霜
零
つ
。
百
草
凋
索
し
花
は
英
を
落
と
し
、
総
帥
昨
煽
に
吟
じ
寒
蝉
鳴
く
。
百
年
の
命
は
忽
ち
傾
く
が
若
く
、
早
に
迅
速
を
知
れ
ば
燭
を
乗
り
て
行
か
ん
。
東
に
扶
桑
に
造
り
て
紫
庭
に
遊
び
、
西
に
昆
痛
に
至
り
て
曾
城
に
戯
れ
ん
ご
「
三
揚
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
其
二
の
作
品
は
正
月
を
舞
蓋
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
元
旦
の
宴
に
お
け
る
艶
麗
な
舞
を
描
骨
局
し
た
あ
と
、
人
生
短
促
の
嘆
き
を
述
べ
、
末
一
一
句
で
「
扶
桑
」
や
「
昆
高
」
山
の
よ
う
な
仙
郷
に
赴
こ
う
と
す
る
願
望
を
認
可
つ
。
こ
の
作
品
の
舞
描
菊
の
中
心
は
前
四
句
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
「
隻
訣
」
と
第
二
句
目
の
「
羅
裾
」
と
い
う
妓
女
の
衣
服
の
艶
麗
な
描
潟
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
第
一
句
目
で
は
、
雨
手
の
「
訣
」
が
舞
に
つ
れ
て
揃
っ
て
挙
が
る
様
子
を
飛
ぶ
「
鴛
鳳
」
と
い
う
紳
烏
に
喰
え
て
い
る
鮎
が
特
徴
的
で
あ
る
。
其
三
は
其
一
の
前
半
部
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
「
陽
春
白
日
風
花
香
，
趨
歩
明
玉
舞
議
増
。
撃
投
金
石
嫡
笠
貧
，
羅
桂
徐
蒋
紅
袖
揚
。
清
歌
流
響
緩
鳳
梁
，
如
斡
若
思
凝
且
開
叩
。
轄
略
的
遺
精
鑑
輝
光
，
購
読
綿
引
隻
雁
行
。
歎
来
何
晩
意
何
長
，
明
君
御
世
永
歌
昌
(
陽
春
白
日
風
花
香
し
、
趨
歩
す
れ
ば
明
玉
あ
り
舞
え
ば
瑳
瑞
あ
り
。
撃
は
金
石
よ
り
殺
し
て
笠
貧
に
煽
ぴ
、
羅
桂
徐
ろ
に
轄
じ
て
紅
袖
揚
が
る
。
清
歌
流
響
鳳
梁
を
繰
り
、
斡
る
が
如
く
思
う
が
若
く
凝
り
旦
つ
淘
け
る
。
除
を
縛
じ
精
を
遣
っ
て
輝
光
は
盤
な
り
、
終
に
流
れ
ん
と
し
終
に
引
か
つ
ら
お
そ
(
凶
〕
ん
と
し
て
隻
雁
行
な
る
。
歓
来
た
る
こ
と
は
何
ぞ
晩
く
意
は
何
ぞ
長
き
、
明
君
は
世
を
御
し
永
く
昌
ん
な
る
を
歌
う
)
」
二
句
目
以
下
、
歌
舞
お
よ
び
楽
器
演
奏
の
精
織
な
描
寓
が
績
く
が
、
其
二
と
同
じ
く
舞
を
舞
う
妓
女
の
衣
服
の
描
鶏
(
「
羅
桂
」
「
紅
袖
」
)
が
見
ら
れ
る
。
「
如
斡
若
思
凝
旦
期
」
の
「
開
閉
」
は
鳥
の
飛
淘
を
連
想
さ
せ
る
し
、
「
牌
流
崎
間
引
隻
雁
行
」
と
い
う
匂
は
其
一
-
一
一
と
同
じ
く
、
舞
の
様
子
を
鳥
に
喰
え
て
い
る
。
そ
の
他
は
其
一
と
大
差
は
無
く
、
末
句
「
明
君
御
世
永
歌
昌
」
は
頒
す
る
釘
象
が
よ
り
絞
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
其
一
の
「
耳
目
世
方
昌
梁
未
央
」
こ
の
菅
古
僻
其
三
と
ほ
と
ん
ど
獲
わ
ら
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
の
幾
奏
と
言
え
よ
う
。
南
朝
賓
の
王
倹
の
作
品
は
、
明
の
王
世
貞
は
『
義
苑
后
言
』
巻
一
二
で
「
〔
E
目
〕
『
白
綜
舞
歌
』
己
開
斉
梁
妙
場
(
〔
膏
の
|
引
用
者
補
〕
『
白
狩
舞
歌
』
は
己
に
斉
梁
の
妙
境
を
聞
く
)
」
と
述
べ
(
『
歴
代
詩
話
績
編
』
九
九
三
頁
)
、
音
古
僻
こ
そ
が
潜
梁
時
代
の
「
艶
詩
」
の
作
風
の
直
接
の
源
流
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
明
の
胡
慮
麟
は
更
に
具
鰻
的
に
「
臼
貯
舞
歌
」
模
擬
作
品
制
作
の
継
承
と
設
展
の
這
筋
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
「E
田
『
白
紛
餅
』
・
締
艶
之
極
，
而
古
一
意
猶
存
。
白
後
作
者
相
沿
，
梁
武
之
外
，
明
渡
、
休
文
，
僻
各
美
麗
(
話
回
の
『
白
狩
僻
』
は
、
続
艶
の
極
み
に
し
て
、
古
意
猶
お
〈
初
)
存
す
。
後
よ
り
作
者
相
沿
い
、
梁
武
の
外
、
明
遠
〔
飽
閉
山
]
、
休
文
〔
沈
約
〕
、
僻
は
各
の
美
麗
な
り
)
」
胡
磨
麟
は
耳
目
代
の
「
白
綜
辞
」
が
「
締
艶
之
極
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
古
意
猶
存
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
更
に
彼
は
こ
の
端
末
府
の
後
世
の
模
擬
作
に
も
言
及
し
、
特
に
優
れ
た
模
擬
作
を
残
し
た
作
者
と
し
て
、
南
朝
宋
の
飽
照
、
梁
の
武
一
帝
粛
術
と
沈
約
を
挙
げ
て
い
る
。
興
膳
宏
氏
は
沈
約
を
費
梁
「
艶
詩
」
更
に
そ
の
詩
風
に
多
大
な
影
響
を
輿
え
た
詩
人
が
鮒
照
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
梁
の
武
帝
が
少
な
か
ら
ぬ
の
先
導
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
艶
詩
」
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
賛
言
し
な
い
。
こ
こ
で
、
『
梁
府
詩
集
』
が
牧
録
す
る
「
白
紳
舞
歌
」
お
よ
び
関
連
作
品
の
隔
代
ま
で
の
模
擬
作
品
と
作
者
名
を
翠
げ
て
み
よ
う
。
「
音
白
綜
舞
歌
詩
」
(
耳
目
)
無
名
氏
三
首
「
宋
白
綜
舞
歌
詩
」
(
南
朝
宋
)
無
名
氏
一
首
染費
自白
貯狩
菌宇 僻
南南
朝朝
梁斉
武王
帝俊
二五
首喜首
「
白
狩
曲
」
(
南
朝
宋
)
劉
鎌
一
首
「
白
紛
歌
」
(
南
朝
宋
)
飽
照
六
首
，
湯
恵
休
二
首
(
南
朝
梁
)
張
率
九
首
「
四
時
白
狩
歌
」
(
南
朝
梁
)
沈
約
(
春
白
綜
・
夏
白
綜
・
秋
白
綜
・
各
自
狩
・
夜
白
狩
)
(
惰
)
場
帝
(
東
宮
春
・
江
都
夏
)
，
虞
茂
{
紅
都
夏
・
長
安
秋
)
〈
m)
「
宋
泰
始
歌
舞
曲
解
・
白
綜
篇
大
雅
」
〈
南
靭
宋
)
明
帝
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
人
に
よ
る
模
擬
作
品
制
作
は
南
朝
宋
か
ら
始
ま
る
が
、
作
者
リ
ス
ト
の
中
に
は
前
掲
の
飽
照
や
、
彼
と
同
じ
く
「
艶
詩
」
制
作
の
名
手
と
し
て
名
を
馳
(お
v
せ
た
湯
悪
休
、
南
朝
宋
の
皇
族
で
、
現
存
作
品
の
字
分
が
『
玉
蓋
新
一
詠
』
に
枚
録
さ
れ
て
い
る
劉
燥
の
名
が
見
え
る
。
南
朝
梁
で
は
、
作
品
が
沈
約
や
梁
の
武
帝
親
子
か
ら
高
い
評
債
を
受
け
、
や
は
り
『
玉
蓋
新
一
詠
』
に
作
品
が
多
数
枚
録
さ
れ
て
い
る
張
率
に
至
つ
て
は
九
首
も
の
模
擬
作
品
を
残
し
て
い
る
。
梁
の
武
一
一
帝
も
沈
約
も
張
率
も
斉
代
か
ら
本
格
的
な
文
挙
活
動
を
始
め
て
お
り
、
こ
の
三
人
の
模
擬
作
品
が
湾
代
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
梁
府
「
白
紛
舞
歌
」
の
模
擬
作
品
の
制
作
に
携
わ
っ
た
の
は
、
南
戟
「
艶
詩
」
の
代
表
的
詩
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
菅
古
融
附
が
南
朝
の
「
艶
詩
」
に
奥
え
た
影
響
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
更
に
言
え
ば
、
こ
の
作
品
群
の
性
質
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
朝
「
艶
詩
」
の
性
質
を
再
考
察
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
別
稿
で
は
、
雷
古
僻
其
一
の
「
菅
世
方
昌
梁
未
央
」
と
い
う
句
や
他
の
作
品
に
見
ら
れ
る
同
穏
の
統
僻
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
先
秦
時
代
以
来
の
祭
記
詩
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
人
々
の
和
合
と
幸
福
の
永
績
の
析
顕
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
胡
慮
麟
が
音
士
口
辞
の
中
に
見
ら
れ
る
と
り
つ
「
古
意
」
が
、
『
南
密
書
』
「
築
士
山
」
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
稽
述
功
徳
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
論
じ
た
が
、
舞
描
潟
自
鰻
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
「
艶
詩
」
の
性
質
を
再
考
察
す
る
た
め
に
「
一
詠
舞
詩
」
を
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
舞
描
菊
そ
の
も
の
も
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
掲
の
陳
鮮
明
は
耳
目
古
欝
其
一
の
舞
描
潟
が
後
世
の
「
一
詠
舞
詩
」
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
と
す
る
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
陳
詐
明
は
そ
れ
以
上
語
る
こ
と
は
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
膏
古
僻
「
白
狩
舞
歌
」
中
の
舞
描
菊
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
表
現
や
モ
チ
ー
フ
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
淵
源
や
意
味
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
一
第
一
章
鳥
の
舞
(
一
)
「
白
狩
舞
歌
」
に
見
え
る
舞
描
潟
の
共
遁
貼
五
回
古
僻
の
「
白
狩
舞
歌
」
の
舞
描
寓
に
願
著
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
は
、
舞
の
様
子
を
鳥
に
喰
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
陳
詐
明
が
後
世
の
「
諒
一
舞
詩
」
に
大
き
な
影
-
宋
無
名
氏
)
と
い
う
句
で
は
、
軽
々
と
鰭
が
宙
に
舞
う
様
子
が
緩
や
か
で
美
し
く
、
高
響
を
輿
え
た
と
す
る
「
軽
躯
徐
起
何
洋
洋
，
高
師
事
雨
手
白
鵠
朔
」
(
耳
目
古
齢
其
一
四
く
雨
手
を
奉
げ
て
舞
を
舞
う
様
子
が
「
白
鵠
」
が
「
朔
」
ぶ
よ
う
で
あ
る
、
と
描
骨
相
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
耳
目
古
僻
其
こ
に
も
「
隻
秩
湾
奉
驚
鳳
朔
」
と
い
う
類
似
の
句
が
あ
り
、
音
古
酔
其
一
二
で
は
「
将
流
綿
引
隻
雁
行
」
と
い
い
、
舞
に
よ
っ
て
動
く
左
右
の
長
袖
の
様
子
を
、
空
を
飛
ぶ
二
視
の
雁
に
喰
え
て
い
る
。
い
ず
れ
の
句
も
舞
の
動
作
を
「
白
鵠
」
「
驚
」
「
鳳
」
「
隻
雁
」
と
い
う
鳥
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
他
の
「
白
貯
舞
歌
」
に
も
鳥
の
比
輸
は
見
ら
れ
る
。
「
桃
花
水
上
春
風
出
，
舞
一
砲
透
泡
驚
照
日
。
俳
個
鶴
縛
情
艶
逸
，
君
矯
迎
歌
心
如
一
。ぐ
鶴
は
縛
め
情
は
艶
逸
、
君
は
鋳
に
迎
歌
し
心
は
一
の
如
し
)
」
(
劉
宋
・
湯
葱
休
「
白
貯
歌
」
其
一
)
(
『
梁
府
詩
集
』
八
O
一
頁
、
巻
五
五
)
(
桃
花
水
上
春
風
出
づ
、
舞
袖
は
浸
進
と
し
て
鷲
は
臼
に
照
ら
さ
る
。
俳
個
し
て
こ
の
「
驚
」
も
舞
の
姿
の
比
喰
な
の
か
、
「
舞
袖
」
に
刺
繍
さ
れ
た
園
柄
な
の
か
は
判
断
し
難
い
が
、
或
い
は
雨
方
の
意
味
を
粂
ね
て
い
る
と
も
解
緯
で
き
る
。
そ
の
直
後
Am) 
の
句
で
は
、
舞
う
姿
が
「
鶴
」
に
も
喰
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
鶴
」
は
、
紳
仙
や
仙
界
と
閥
係
が
深
い
と
さ
れ
る
烏
で
あ
る
。
「
自
給
舞
歌
」
に
は
他
に
も
、
鳥
の
名
が
無
く
と
も
、
鳥
を
連
想
さ
せ
る
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
-
「
清
歌
流
響
繰
鳳
梁
，
如
斡
若
思
凝
且
朔
(
清
歌
流
響
鳳
梁
を
繰
り
、
於
る
が
如
く
思
う
が
若
く
凝
り
且
つ
淘
け
る
)
」
1
E同
士
口
齢
其
三
-
「
妙
聾
屡
唱
軽
健
飛
，
流
津
染
面
散
芳
葬
(
妙
聾
屡
唱
い
て
軽
憶
飛
ぶ
、
流
津
面
を
染
め
て
芳
葬
散
ず
)
」
|
梁
・
張
翠
「
白
貯
歌
」
其
二
(
『
玉
蓋
新
一
一
詠
筆
注
』
四
二
三
頁
、
巻
九
)
-
「
隻
心
一
意
倶
向
朔
，
吐
情
寄
君
君
莫
忘
(
隻
心
一
意
倶
に
同
朔
し
、
情
を
吐
き
君
に
寄
す
君
忘
る
る
莫
か
れ
)
」
i
梁
・
沈
約
「
四
時
白
貯
歌
・
秋
自
給
」
(
『
玉
壷
新
一
詠
築
注
』
四
二
O
頁
、
巻
九
)
「
耳
目
白
狩
舞
歌
詩
」
其
一
二
の
「
鳳
梁
」
は
鳳
嵐
が
捕
か
れ
た
梁
で
あ
る
と
解
得
さ
れ
る
。
「
如
持
若
思
凝
且
朔
」
は
舞
の
動
作
の
饗
化
を
描
寓
し
て
い
る
が
、
「
朔
」
は
容
易
に
鳥
の
飛
朔
を
漣
想
さ
せ
る
。
張
率
の
句
の
「
軽
髄
飛
」
も
同
類
に
分
類
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
洗
約
の
「
隻
心
一
意
倶
悶
朔
」
の
「
同
朔
」
も
同
様
で
あ
る
。
合
二
貌
督
南
北
朝
期
の
そ
の
他
の
作
品
に
見
え
る
鳥
の
舞
貌
耳
目
南
北
朝
期
の
「
白
狩
舞
歌
」
以
外
の
作
品
に
お
け
る
舞
描
潟
に
も
鳥
の
モ
チ
ー
フ
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
あ
し
ゅ
う
老
人
・
「
戴
金
播
之
熔
熔
，
揚
翠
沼
之
隻
懇
(
金
揺
の
熔
熔
た
る
を
戴
き
、
翠
視
の
隻
麹
を
揚
ぐ
)
」
「
淘
爾
鴻
霧
，
機
然
邑
冗
漫
(
醐
畑
爾
と
し
て
鴻
の
ご
と
く
霧
が
り
、
減
然
〔
刊
剖
)
と
し
て
売
の
ご
と
く
波
す
)
」
|
一
二
図
貌
・
曹
植
「
七
啓
」
-
「
赴
曲
迅
驚
鴻
，
路
節
如
集
鴛
(
曲
に
赴
く
こ
と
驚
鴻
よ
り
も
迅
く
、
節
を
路
む
こ
と
集
驚
の
如
し
)
」
西
膏
・
陸
機
「
日
出
東
南
隅
行
」
「
鴻
」
は
、
『
毛
詩
』
小
雅
「
鴻
雁
」
「
鴻
雁
子
飛
、
粛
粛
其
務
(
鴻
雁
子
に
飛
ぶ
、
粛
蔚
た
り
其
の
羽
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
四
三
一
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
一
一
之
二
、
『
譜
-
「
従
容
好
越
舞
，
延
袖
像
飛
繭
(
従
容
と
し
て
越
舞
を
好
み
、
袖
を
延
べ
て
飛
誠
に
像
る
)
」
|
西
菅
・
左
思
「
矯
女
詩
」
(
『
玉
蓋
新
一
詠
筆
注
』
九
二
頁
、
谷
一
一
)
-
「
紫
房
総
女
弄
明
瑠
，
驚
歌
鳳
舞
断
君
腸
(
紫
房
の
総
女
は
明
瑠
を
弄
し
、
鷺
の
ご
と
く
歌
い
鳳
の
ご
と
く
舞
い
君
が
腸
を
断
つ
)
」
|
劉
宋
・
飽
照
「
代
准
南
王
」
其
(
『
玉
牽
新
一
詠
一
築
注
』
四
一
二
頁
、
巻
九
)
-
「
可
憐
初
二
八
，
逐
節
似
飛
鴻
(
可
憐
初
め
て
二
八
、
節
を
逐
う
こ
と
飛
鴻
に
似
た
り
)
」
|
梁
・
簡
文
-
帝
「
一
詠
舞
」
(
『
玉
蓋
新
一
一
詠
築
設
』
二
九
七
頁
、
巻
七
)
〈
mv
-
「
飛
鳥
袖
始
梯
，
時
鳥
曲
未
終
(
飛
鳥
袖
始
め
て
梯
い
、
時
烏
曲
未
だ
終
ら
ず
)
」
|
梁
・
庚
一
屑
五
百
「
一
諒
舞
」
曹
植
の
「
七
啓
」
は
枚
莱
「
七
殺
」
を
踏
襲
し
た
作
品
で
あ
り
、
右
の
引
用
箇
所
は
宮
殿
に
お
け
る
歌
舞
の
梁
し
み
を
奉
げ
る
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
煙
々
と
輝
く
金
の
髪
飾
り
を
戴
き
、
二
本
の
「
翠
初
」
を
奉
げ
な
が
ら
歌
い
且
つ
舞
う
女
性
の
姿
を
、
「
鴻
」
や
「
亮
」
に
喰
え
る
。
ま
ず
「
翠
」
だ
が
、
『
楚
辞
』
「
招
魂
」
の
「
務
翠
珠
被
」
句
に
到
す
る
壬
逸
注
は
「
雄
日
務
，
雌
日
翠
。
被
，
会
也
」
と
い
い
、
洪
興
組
補
注
は
更
に
「
務
，
赤
羽
雀
。
翠
，
主
円
割
引
雀
。
『
異
物
志
』
云
『
翠
鳥
形
如
燕
，
赤
而
雄
日
弱
，
青
而
雌
臼
翠
。
務
大
於
霊
，
其
現
可
以
飾
樟
帳
』
(
務
、
赤
羽
の
雀
な
り
ロ
翠
、
青
朝
刊
の
雀
な
り
。
『
異
物
志
』
に
云
う
『
翠
鳥
の
形
は
燕
の
如
く
、
赤
き
雄
を
務
と
日
い
、
(
悶
)
青
き
雌
を
翠
と
日
う
。
裁
は
霊
よ
り
大
な
り
、
其
の
羽
は
以
て
幡
帳
を
飾
る
べ
し
』
と
)
」
と
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
翠
」
は
赤
色
の
視
を
も
っ
雌
の
「
雀
」
《訓》
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
梁
・
沈
約
「
四
時
白
綜
歌
」
五
首
全
て
に
も
「
務
翠
輩
飛
飛
不
息
，
願
在
雲
関
長
比
翼
(
藷
翠
牽
飛
し
飛
び
て
息
ま
ず
、
願
わ
く
は
雲
開
に
な
ら
在
り
て
長
く
翼
を
比
べ
ん
)
」
と
い
う
句
が
あ
り
(
『
端
末
府
詩
集
』
八
O
六
i
七
頁
、
谷
五
六
)
、
「
務
翠
」
が
登
場
す
る
。
の
別
の
箇
所
に
登
場
す
る
「
亮
」
は
『
義
文
類
家
』
や
『
初
撃
記
』
に
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
朱
草
原
は
『
詩
集
停
』
の
「
女
日
鶏
鳴
」
「
半
、
売
輿
馬
」
匂
の
註
で
「
亮
，
水
鳥
。
如
鴨
。
青
色
。
背
上
有
文
(
売
は
、
水
鳥
な
り
。
鴨
の
如
し
。
青
色
な
り
。
背
上
に
文
有
り
)
」
と
説
明
す
る
。
「
七
啓
」
記
』
「
月
令
」
「
鴻
雁
来
賓
(
鴻
雁
来
賓
す
)
」
(
十
三
経
注
疏
本
一
三
七
九
頁
『
雄
記
正
義
』
巻
一
七
)
に
「
鴻
雁
(
腐
)
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
雁
(
臆
)
」
と
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
渡
り
鳥
で
あ
る
。
こ
の
「
鴻
」
は
陸
機
や
梁
の
簡
文
帝
の
作
品
に
も
登
場
す
る
。
そ
の
陸
機
の
作
品
に
「
驚
鴻
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
(mmv 
る
が
、
こ
の
「
驚
」
と
い
う
語
は
「
急
速
な
動
き
」
を
指
す
語
で
あ
る
と
い
う
。
左
思
の
「
矯
女
詩
」
は
彼
の
二
人
の
娘
を
一
詠
っ
た
作
品
と
さ
れ
る
が
、
彼
女
た
ち
が
舞
を
舞
う
際
に
袖
を
延
ば
す
様
子
を
「
飛
繭
」
、
つ
ま
り
飛
ぶ
鳥
の
視
の
よ
う
だ
と
描
寓
す
る
。
飽
照
の
「
代
准
南
王
」
其
一
は
紳
仙
と
の
宴
を
一
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
紫
房
総
女
」
が
舞
う
様
子
を
「
鷲
歌
鳳
舞
」
と
表
現
す
る
。
の
こ
と
を
指
す
。
舞
と
の
直
接
の
関
係
は
無
い
が
、
庚
肩
吾
庚
一
周
吾
の
作
品
は
、
舞
描
鶏
に
「
飛
鳥
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
二
句
目
の
「
暗
烏
」
は
梁
府
「
烏
夜
時
」
五
ム
ノ、
は
敢
え
て
「
『
烏
』
夜
帰
」
と
い
う
曲
名
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
舞
と
鳥
と
の
関
連
性
を
讃
者
に
印
象
付
け
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
「
蹄
烏
曲
未
終
」
は
前
掲
の
梁
の
簡
文
帝
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
上
の
作
品
に
は
、
「
翠
」
「
鴻
」
「
島
知
」
「
鴻
」
「
驚
」
「
鴛
」
「
鳳
」
と
い
う
鳥
名
や
、
「
飛
繭
」
と
い
う
烏
を
指
す
言
葉
、
ま
た
幅
庚
く
烏
を
指
す
「
飛
鳥
」
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
引
用
作
品
の
中
に
は
、
「
一
被
」
な
ど
の
衣
服
の
一
部
と
烏
を
重
ね
合
わ
せ
る
表
現
が
幾
っ
か
見
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
〈
三
)
漢
賦
に
見
ら
れ
る
舞
描
寓
以
上
の
よ
う
に
、
「
白
綜
舞
歌
」
昔
古
鮮
の
舞
描
潟
に
見
ら
れ
た
特
徴
は
、
貌
膏
時
代
の
作
品
に
既
に
見
ら
れ
、
且
つ
南
朝
宋
以
後
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
更
に
遡
つ
て
漠
賦
に
お
け
る
舞
描
潟
も
見
ょ
う
。
-
「
裾
似
飛
鷲
，
袖
如
同
雲
(
裾
は
飛
鷲
に
似
、
袖
は
同
雲
の
如
し
)
」
|
後
漢
・
張
衡
「
舞
賦
」
(
『
義
文
類
家
』
七
七
O
頁
，
巻
四
三
)
-
「
羅
衣
従
風
，
長
袖
交
横
。
融
制
騨
飛
散
・
楓
沓
合
井
。
鵡
鶏
燕
居
，
並
措
鵠
驚
。
縛
約
関
震
，
機
迅
謹
軽
(
羅
衣
風
に
従
い
、
長
袖
交
横
す
。
騎
騨
と
し
て
飛
散
し
、
さ
わ
規
沓
と
し
て
合
井
す
。
麟
鶏
と
し
て
燕
の
ご
と
く
居
り
、
投
持
と
し
て
鵠
の
ご
と
く
驚
ぐ
。
紳
約
閑
麟
と
し
て
、
機
の
ご
と
く
迅
く
憶
は
軽
し
)
」
李
善
控
「
路
騨
，
不
紹
貌
。
楓
沓
，
屈
折
貌
(
脇
騨
、
絶
え
ざ
る
貌
。
楓
沓
、
屈
折
す
る
貌
な
り
)
」
「
鵬
鶏
・
軽
貌
。
投
措
，
飛
貌
」
劉
良
注
「
控
摘
，
翠
麹
貌
。
言
軽
如
燕
烏
之
居
，
叉
知
鵠
之
驚
掌
。
閑
麻
酔
，
閑
緩
而
柔
厩
(
技
摘
、
麹
を
翠
ぐ
る
貌
。
言
う
こ
こ
ろ
は
軽
き
こ
と
燕
鳥
の
居
る
が
如
く
、
叉
た
鵠
の
驚
奉
す
る
が
如
し
と
。
閑
廊
、
閑
緩
に
し
て
柔
鹿
な
り
)
」
|
後
漢
・
侍
毅
「
舞
賦
」
(
『
文
選
』
二
δ
四
頁
，
巻
十
七
)
-
「
縦
軽
躯
以
迅
赴
，
若
孤
鵠
之
失
霊
。
振
華
一
夜
以
透
進
，
若
遊
龍
之
登
雲
(
軽
躯
を
縦
に
し
て
以
て
迅
赴
す
る
こ
と
、
孤
鵠
の
霊
を
失
う
が
若
し
。
華
一
夜
を
振
る
い
て
以
て
透
泡
す
る
こ
と
、
遊
龍
の
雲
を
登
る
が
若
し
)
」
「
忽
瓢
鍋
以
軽
逝
今
，
似
驚
飛
於
天
漢
。
舞
無
常
態
，
鼓
無
定
節
。
尋
聾
響
臆
，
修
短
麻
酔
鉄
。
長
袖
奮
而
生
風
，
清
気
激
而
綾
結
。
爾
乃
幅
削
婿
渥
進
，
巧
弄
相
加
，
備
仰
異
容
，
忽
今
神
化
。
鰹
迅
驚
鴻
，
策
耀
春
華
，
進
如
浮
雲
，
退
如
激
波
(
忽
ち
瓢
舗
と
し
て
以
て
軽
逝
あ
や
ま
す
る
こ
と
、
驚
の
天
漢
に
飛
ぶ
に
似
た
り
。
舞
に
常
態
無
く
、
鼓
に
定
節
無
し
。
聾
を
尋
ね
て
響
は
感
じ
、
修
短
朕
つ
廃
し
。
長
袖
奮
い
て
風
を
生
じ
、
清
気
激
し
て
続
結
す
。
爾
し
て
乃
ち
如
嫡
濯
進
し
、
巧
弄
相
加
わ
り
、
備
仰
し
て
容
を
異
に
し
、
忽
と
し
て
紳
化
す
。
憶
の
迅
き
こ
と
驚
鴻
の
ご
と
く
、
策
の
曜
く
こ
と
春
〈
m
m
v
華
の
ご
と
く
、
進
む
こ
と
浮
雲
の
如
く
、
退
く
こ
と
激
波
の
如
し
)
」
|
後
漢
・
漫
譲
「
章
華
賦
」
張
衡
の
例
は
舞
う
女
性
の
衣
服
の
動
き
を
「
飛
鷲
」
に
例
え
て
い
る
。
「
飛
鷲
(
燕
)
」
と
二
一
一
白
一
え
ば
、
漢
成
帝
時
代
の
越
飛
燕
が
想
起
さ
れ
る
。
『
漢
書
』
「
孝
成
越
皇
后
惇
」
「
息
子
歌
舞
，
披
日
飛
燕
(
歌
舞
を
筆
、
び
、
放
し
て
飛
燕
と
日
う
)
」
【
鈎
)
顔
師
古
日
「
以
其
健
軽
故
也
(
其
の
憶
の
軽
き
故
を
以
て
な
り
)
」
。
前
掲
の
貌
E
日
南
北
朝
期
の
作
品
に
も
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
た
よ
う
に
、
舞
に
お
い
て
は
軽
や
か
さ
が
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
右
の
故
事
で
は
そ
の
軽
や
か
さ
が
「
燕
」
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
越
飛
燕
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
由
来
と
な
っ
た
と
い
う
。
侍
毅
の
「
鶴
鶏
燕
居
，
投
措
鵠
驚
。
縛
約
閑
鹿
，
機
迅
鰻
軽
」
や
透
譲
の
「
縦
軽
躯
以
迅
赴
，
若
孤
鵠
之
失
霊
」
「
忽
瓢
級
以
軽
逝
今
，
似
鷲
飛
於
天
漢
」
「
億
迅
驚
鴻
」
と
い
う
句
は
舞
の
動
き
や
静
止
の
妹
態
の
比
喰
に
烏
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
漫
譲
の
作
品
で
は
三
か
所
も
見
ら
れ
る
。
前
出
の
「
驚
鴻
」
と
い
う
語
も
既
に
こ
こ
に
見
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
舞
の
動
作
や
、
そ
れ
に
従
っ
て
動
く
「
裾
」
「
羅
衣
」
「袖」
「訣」
な
ど
の
衣
服
の
様
子
に
特
に
焦
結
を
絞
る
と
い
う
後
世
の
舞
描
寓
に
見
ら
れ
る
顛
著
な
特
徴
が
、
既
に
漢
賦
の
時
鮎
で
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
鳥
の
種
類
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
漢
賦
の
例
に
見
ら
れ
た
鳥
は
「
燕
」
「
帥
鵠
」
「
品
商
」
「叩駕」「植問」
で
あ
る
。
「
燕
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
述
の
越
飛
燕
の
故
事
は
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
の
よ
う
に
、
漠
賦
だ
け
で
な
く
、
貌
菅
南
北
朝
期
の
作
品
の
舞
描
菊
に
登
場
す
る
烏
の
種
類
は
幅
虞
く
、
特
に
「
燕
」
だ
け
が
好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
鳳
風
」
「
驚
」
と
い
っ
た
紳
鳥
か
ら
「
亮
」
の
よ
う
な
現
賓
の
生
活
に
お
い
て
身
近
な
烏
ま
で
あ
り
、
共
遁
貼
は
見
出
し
が
た
い
。
貌
育
期
以
降
の
作
品
に
お
け
る
用
い
ら
れ
方
を
見
て
も
、
烏
の
種
類
に
よ
る
顕
著
な
差
別
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
前
掲
の
庚
肩
吾
の
作
品
で
は
「
飛
鳥
」
と
い
う
幅
庚
く
烏
を
指
す
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
賞
時
の
舞
描
寓
に
お
け
る
比
喰
と
し
て
は
、
こ
れ
で
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
問
題
を
論
じ
る
上
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「鳥」
の
性
質
の
詳
細
な
差
異
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
追
究
し
な
い
。
も
う
一
つ
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
漠
賦
の
舞
描
寓
に
も
確
か
に
烏
の
比
喰
が
多
い
も
の
の
、
右
の
引
用
箇
所
に
占
め
る
そ
の
他
の
種
類
の
事
物
の
割
合
も
、
後
世
ほ
ど
低
く
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
張
衡
の
に
は
紳
獣
が
、
張
衡
の
「
袖
如
同
零
」
や
漫
譲
の
「
進
如
浮
雲
，
退
如
激
波
」
に
は
自
然
現
象
や
自
然
の
景
物
が
、
漫
譲
の
若
遊
龍
之
登
雲
一
」
「
築
耀
春
華
」
に
は
植
物
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
漢
賦
で
は
舞
描
潟
の
比
喰
が
多
種
多
様
で
あ
る
。
後
世
の
作
者
た
ち
に
と
っ
て
、
詩
歌
の
舞
描
寓
に
漠
賦
に
見
ら
れ
た
烏
以
外
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
る
と
い
う
選
揮
肢
も
存
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
寅
際
に
貌
督
南
北
朝
期
の
作
品
に
お
け
る
舞
描
寓
で
最
も
好
ま
れ
た
の
は
烏
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
『
玉
妻
新
一
諒
』
の
中
に
舞
の
詳
細
な
描
寓
が
見
ら
れ
る
作
品
は
三
十
二
首
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
舞
の
様
子
を
何
か
に
喰
え
た
作
品
は
十
首
あ
り
、
こ
の
十
首
の
中
で
、
鳥
の
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
八
首
で
あ
る
。
七
八
第
二
章
『
毛
詩
』
と
『
楚
僻
』
の
舞
描
潟
に
見
え
る
鳥
の
モ
チ
ー
フ
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
漠
賦
の
時
給
で
は
舞
の
比
倫
と
し
て
鳥
以
外
の
濯
揮
肢
が
存
在
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
世
の
作
品
で
は
舞
描
寓
に
鳥
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
る
こ
と
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
原
因
を
考
察
す
る
手
が
か
り
を
探
す
た
め
に
、
更
に
時
代
を
遡
っ
て
『
毛
詩
』
と
『
楚
僻
』
に
見
ら
れ
る
舞
描
寓
を
見
て
み
よ
ぅ
。
ま
ず
は
『
楚
鮮
』
九
歌
「
東
君
」
を
奉
げ
る
。
「
賜
飛
今
翠
曾
，
展
詩
今
曾
舞
。
慮
律
令
合
節
，
鍾
之
来
品
7
蔽
臼
(
賜
飛
し
て
翠
の
ご
と
く
曾
が
り
、
詩
を
展
べ
舞
に
曾
す
。
律
に
態
じ
節
に
合
す
、
震
の
来
た
る
や
日
を
蔽
う
)
」
王
逸
注
「
曾
，
翠
也
。
言
亙
舞
工
巧
，
身
健
欄
若
飛
，
似
翠
鳥
之
奉
也
。
展
，
掘
削
。
一
言
乃
復
箭
展
詩
曲
，
作
品
周
雅
頒
之
柴
，
合
禽
六
律
，
以
慮
舞
節
。
言
乃
日
紳
倹
喜
，
於
是
来
下
，
従
其
官
属
，
蔽
日
市
至
也
(
曾
は
、
奉
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
亙
舞
工
巧
に
し
て
、
身
鰻
璃
す
る
こ
と
飛
ぶ
が
若
く
、
翠
鳥
の
奉
ぐ
る
に
似
る
な
り
。
展
は
、
箭
な
り
o
z
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
乃
ち
復
た
詩
曲
を
箭
展
す
る
に
、
作
り
て
雅
頒
の
端
末
を
矯
す
、
六
律
に
合
舎
し
、
以
て
舞
節
に
慮
、
ず
。
一
百
う
こ
こ
ろ
は
乃
ち
日
紳
倹
喜
し
、
是
に
於
て
来
下
し
、
其
の
官
属
を
従
わ
せ
、
日
を
蔽
い
て
至
る
な
り
)
」
洪
興
組
補
註
「
璃
，
小
飛
也
。
漢
幾
歌
日
，
展
詩
康
律
錆
玉
鳴
(
朝
、
小
飛
な
り
。
漢
梁
歌
に
日
く
、
詩
を
展
べ
て
律
に
謄
じ
錯
と
し
て
玉
は
鳴
ら
ん
と
)
」
右
の
箇
所
は
日
紳
を
降
臨
さ
せ
、
饗
膝
し
よ
う
と
し
て
一
音
楽
や
舞
を
演
奏
す
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
九
歌
冒
頭
の
王
逸
の
注
は
「
九
歌
者
，
屈
原
之
所
作
也
。
昔
楚
園
南
部
之
邑
，
況
、
湘
之
開
，
其
俗
信
鬼
而
好
調
。
其
洞
，
必
作
歌
梁
鼓
舞
以
柴
諸
紳
(
九
歌
は
、
屈
原
の
作
る
所
な
り
。
昔
、
楚
園
南
部
の
邑
、
況
、
湘
の
聞
は
、
其
の
俗
、
鬼
を
信
じ
て
桐
を
努
む
。
其
の
柄
、
必
ず
歌
集
鼓
舞
を
作
し
以
て
諸
紳
を
幾
し
ま
し
む
)
」
(
『
楚
僻
』
五
五
頁
)
と
説
明
す
る
が
、
九
歌
の
中
で
も
、
降
紳
の
た
め
の
歌
舞
演
奏
が
最
も
詳
細
に
描
骨
相
さ
れ
て
い
る
の
が
右
の
「
東
君
」
で
あ
る
。
で
あ
る
が
、
「
亙
」
に
つ
い
て
『
説
文
解
字
』
は
、
「
亙
，
祝
也
。
女
能
事
無
形
，
以
舞
降
神
者
也
(
亙
、
祝
な
り
。
女
の
(
川
叫
)
能
く
無
形
に
事
え
、
舞
を
以
て
紳
を
降
ろ
す
者
な
り
)
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
「
亙
」
の
舞
を
舞
っ
て
神
霊
を
降
臨
さ
せ
る
の
は
「
亙
」
「
舞
」
が
「
工
巧
」
で
軽
々
と
舞
う
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
、
「
東
君
」
で
は
前
掲
の
「
翠
鳥
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
工
巧
」
な
舞
に
よ
っ
て
「
日
紳
」
は
「
倹
喜
し
」
、
「
来
下
」
す
る
。
右
の
『
楚
箭
』
の
例
は
、
「
工
巧
」
な
舞
の
喰
え
と
し
て
鳥
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
『
毛
詩
』
の
例
で
は
、
賓
際
に
鳥
の
期
仰
を
手
に
持
っ
て
舞
う
。
陳
風
「
宛
丘
」
を
見
て
み
よ
う
。
「
子
之
湯
今
，
宛
丘
之
上
令
。
淘
有
情
今
，
而
無
望
今
ロ
炊
其
撃
鼓
，
宛
丘
之
下
。
無
各
一
無
夏
，
値
其
鷺
羽
。
炊
其
撃
缶
，
宛
丘
之
遁
。
無
各
一
無
夏
，
値
其
鷺
翻
(
子
顔
師
古
注
「
鷺
鳥
之
羽
以
矯
謂
，
立
之
而
舞
，
以
事
紳
也
(
鷺
鳥
の
視
は
以
て
調
と
属
す
、
之
を
立
て
て
舞
い
、
以
て
紳
に
事
う
る
な
り
)
」
(
『
漢
書
』
一
六
五
三
頁
の
駅
ベ
る
、
宛
丘
の
上
に
。
淘
に
情
有
る
も
、
望
み
無
し
。
炊
と
し
て
鼓
を
撃
つ
、
宛
丘
の
下
に
。
多
と
無
く
夏
と
無
く
、
其
の
鷺
羽
を
船
て
。
炊
と
し
て
缶
を
撃
つ
、
宛
丘
の
道
に
。
h
?
と
無
く
夏
と
無
く
、
其
の
鷺
翻
を
値
て
)
」
毛
俸
「
値
，
持
也
。
鷺
鳥
之
視
，
可
以
矯
臨
調
(
債
は
、
持
な
り
。
鷺
鳥
の
初
、
以
て
陸
相
と
矯
す
べ
し
)
」
郷
築
「
賜
，
舞
者
所
持
以
指
鷹
(
務
は
、
舞
者
の
持
ち
て
以
て
指
摩
す
る
所
な
り
)
」
こ
の
作
品
は
、
「
宛
丘
」
の
上
で
「
鷺
沼
」
を
手
に
持
っ
て
舞
う
様
子
を
描
潟
し
た
も
の
と
解
稗
で
き
る
が
、
小
序
が
「
刺
幽
公
也
。
淫
荒
昏
蹴
，
遊
蕩
無
度
罵
(
幽
公
を
刺
る
な
り
。
淫
荒
昏
凱
に
し
て
、
遊
蕩
度
無
し
)
」
と
解
得
す
る
の
に
封
し
て
、
清
-
馬
瑞
辰
の
『
毛
詩
惇
築
遁
穆
』
は
「
此
詩
撃
鼓
缶
，
舞
鷺
羽
叩
，
正
事
亙
歌
舞
之
事
，
非
泥
言
遊
蕩
也
。
蛍
従
民
俗
事
亙
説
矯
正
(
此
の
詩
は
鼓
缶
を
撃
ち
、
鷺
視
を
舞
わ
す
、
正
に
亙
の
歌
舞
の
事
に
事
う
、
吃
く
遊
蕩
を
言
う
に
非
ず
。
営
に
民
俗
の
亙
に
事
う
る
説
を
正
と
矯
す
に
従
う
べ
し
)
」
と
述
べ
、
「
亙
」
が
祭
肥
で
紳
震
を
降
臨
さ
せ
て
饗
臨
服
す
る
際
に
鷺
務
を
手
に
持
っ
て
舞
う
こ
と
を
一
詠
っ
た
作
品
で
あ
る
と
解
蹄
押
し
た
。
日
本
の
赤
塚
忠
氏
と
幅
本
郁
子
氏
の
設
も
基
本
的
に
は
馬
設
と
軌
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
陳
園
の
習
俗
に
つ
い
て
『
漢
書
』
「
地
理
志
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
陳
図
・
:
婦
人
等
貴
，
好
祭
記
，
用
史
亙
，
故
其
俗
亙
鬼
。
練
詩
日
『
炊
其
撃
鼓
，
宛
丘
之
下
，
亡
多
亡
夏
，
値
其
鷺
宥
』
，
叉
日
『
東
門
之
扮
，
宛
丘
之
欄
，
子
仲
之
子
，
婆
裟
其
下
』
此
其
風
也
(
陳
園
は
:
:
:
婦
人
骨
骨
貴
に
し
て
、
祭
把
を
好
み
、
史
選
を
用
う
、
放
に
其
れ
亙
鬼
を
俗
と
す
。
陳
詩
に
日
く
『
炊
と
し
て
鼓
を
撃
つ
、
宛
丘
の
下
に
。
多
と
亡
く
夏
と
亡
く
、
其
の
鷺
視
を
値
{
も
}
て
』
と
、
叉
日
く
『
東
門
の
粉
、
宛
丘
の
棚
、
子
仲
の
子
、
其
の
下
に
婆
裟
す
』
と
、
此
れ
其
の
風
な
り)」
巻
二
八
下
)
班
回
は
陳
園
の
人
々
が
祭
杷
を
好
ん
で
行
っ
た
と
述
べ
、
そ
の
詮
擦
と
し
て
『
毛
詩
』
「
陳
風
」
の
「
宛
丘
」
や
「
東
門
之
扮
」
を
奉
げ
る
。
顔
註
が
言
う
「
鷺
鳥
之
君
」
り
手
に
持
っ
た
「
鷺
羽
」
を
「
立
て
て
舞
」
を
「
立
て
て
舞
」
う
と
は
、
具
鰭
的
に
ど
う
舞
う
こ
と
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
班
固
が
引
用
す
る
「
値
其
鷺
務
」
に
謝
し
て
異
論
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
っ
た
と
考
え
た
と
み
て
大
、
過
は
あ
る
ま
い
。
他
に
も
、
『
毛
詩
』
に
は
鳥
の
朝
刊
を
手
に
し
た
舞
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。
前
掲
(
M
W
V
 
で
あ
り
、
先
秦
時
代
の
祭
租
詩
中
の
舞
描
潟
に
の
『
楚
齢
』
「
東
君
」
に
登
場
し
た
の
は
「
務
翠
」
で
あ
っ
た
が
、
『
毛
詩
』
の
舞
描
鶏
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
は
「
鷺
」
お
い
て
も
、
や
は
り
統
一
性
は
無
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
先
秦
時
代
の
祭
杷
に
お
け
る
舞
を
一
詠
一
っ
た
作
品
に
は
、
舞
を
鳥
に
喰
え
る
描
鶏
や
鳥
の
視
を
持
っ
て
舞
を
舞
う
と
い
う
錨
潟
が
見
ら
れ
た
。
家
井
員
氏
九
二
O
之
三
)
o
右
の
例
の
よ
う
に
、
「
神
紙
」
が
「
『
降
』
鍛
」
す
れ
ば
、
無
限
の
コ
踊
」
が
祭
-
杷
す
る
側
に
賛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
一
繭
」
の
具
躍
的
中
。
(
同
制
)
に
よ
れ
ば
、
『
毛
詩
』
に
お
け
る
呪
物
と
し
て
の
烏
の
輿
は
霊
魂
を
表
す
と
い
う
が
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
霊
魂
を
招
く
た
め
に
舞
を
舞
う
者
も
烏
に
擬
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
「
降
紙
紳
」
の
意
味
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
先
秦
時
代
の
祭
記
を
一
詠
っ
た
作
品
に
お
い
て
、
紳
霊
を
降
臨
さ
せ
、
饗
廃
す
る
際
に
「
亙
」
が
舞
う
姿
が
鳥
に
喰
え
ら
れ
た
り
、
賓
際
に
鳥
の
羽
を
手
に
し
て
舞
わ
れ
た
り
し
て
い
た
。
前
述
の
如
く
、
次
の
漢
代
に
も
舞
と
鳥
の
モ
チ
ー
フ
の
結
び
つ
き
は
縫
承
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
漢
賦
の
舞
摘
出
馬
に
お
け
る
比
輸
に
は
、
鳥
以
外
に
も
様
々
な
種
類
の
事
物
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
貌
耳
目
南
北
朝
詩
歌
の
舞
描
鶏
に
お
い
て
は
、
漢
賦
で
呈
示
さ
れ
た
幾
つ
か
の
新
た
な
選
揮
肢
よ
り
は
、
先
秦
祭
記
詩
以
来
の
鳥
の
モ
チ
ー
フ
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
貌
菅
南
北
朝
時
代
の
詩
人
た
ち
の
意
識
的
な
選
揮
を
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
ト也、っ。こ
こ
で
改
め
て
波
目
さ
れ
る
の
は
、
「
白
狩
舞
歌
」
の
膏
古
僻
其
一
と
宋
無
名
氏
の
模
擬
作
に
見
ら
れ
る
「
清
歌
徐
舞
降
紙
紳
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
こ
の
「
紙
締
」
と
い
う
語
で
あ
る
が
、
『
史
記
』
「
宋
微
子
世
家
」
中
の
「
今
般
民
乃
阻
淫
神
祇
之
紀
」
と
い
う
句
に
射
し
て
表
駒
は
漢
の
馬
融
の
「
天
白
神
，
地
白
紙
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
〔
m
M
》
《
幻
)
す
h
r
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
神
」
は
天
の
神
、
「
祇
」
は
地
の
神
を
指
す
。
そ
し
て
天
地
を
紀
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
皇
帝
の
み
で
あ
る
。
「
祇
紳
」
は
降
臨
す
る
と
い
う
《
M
V
の
{
一
押
紙
降
傾
，
享
一
騎
無
彊
(
神
祇
降
俄
す
、
一
帽
を
享
く
る
こ
と
彊
り
無
し
ど
の
よ
う
に
郊
廟
歌
曲
附
に
頻
出
す
る
。
表
現
は
、
例
え
ば
侍
玄
「
E
田
-
杷
天
地
五
郊
迎
迭
神
歌
」
こ
の
『
神
祇
降
鍛
，
亭
一
服
無
彊
」
と
い
う
句
は
、
『
毛
詩
』
商
頒
「
烈
組
」
の
「
来
仮
来
饗
，
降
一
繭
無
彊
」
を
典
故
と
す
る
(
十
三
経
注
疏
本
六
二
一
頁
『
毛
詩
正
義
』
巻
身
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
舞
を
含
む
「
楽
」
と
「
鵡
」
は
「
櫨
梁
」
と
並
稿
さ
れ
、
儒
教
思
想
の
核
心
と
さ
れ
る
。
「
躍
柴
倹
天
地
之
情
，
達
紳
明
之
徳
。
降
輿
上
下
之
紳
，
而
凝
是
精
粗
之
瞳
，
領
父
子
君
臣
之
節
。
是
故
大
人
奉
鵡
築
，
則
天
地
将
矯
昭
薦
。
天
地
訴
合
，
陰
陽
相
得
，
お
き
照
娼
覆
育
薫
物
(
鵡
柴
は
天
地
の
情
に
併
り
、
紳
明
の
徳
に
濯
す
。
上
下
の
紳
を
降
興
し
、
而
し
て
是
の
精
組
の
種
を
凝
し
、
父
子
君
臣
の
節
を
領
む
。
是
の
故
に
大
人
趨
幾
を
奉
ぐ
れ
ば
、
則
ち
天
地
絡
に
震
に
昭
な
ら
ん
と
す
。
天
地
訴
合
し
、
陰
陽
相
得
て
、
高
物
を
駒
山
短
覆
育
す
)
」
鄭
注
「
凝
，
成
也
。
精
粗
，
謂
高
物
大
小
也
。
領
，
猶
理
治
也
(
凝
、
成
な
り
。
精
粗
、
高
物
の
大
小
を
謂
う
な
り
。
領
、
猶
お
理
治
が
ご
と
き
な
り
)
」
正
義
「
此
一
節
{
「
是
故
」
以
下
l
引
用
者
補
}
論
大
人
事
用
鵡
梁
則
天
地
協
和
而
生
養
蔦
物
(
此
の
一
節
は
大
人
種
幾
を
奉
用
す
れ
ば
則
ち
天
地
協
和
し
蔦
物
を
生
養
す
る
を
論
ず
)
」
|
『
躍
記
』
「
梁
記
」
(
十
二
一
経
注
疏
本
一
五
三
七
頁
『
糟
記
正
義
』
巻
三
八
)
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
櫨
築
は
天
地
の
本
質
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
天
地
の
神
霊
に
等
し
い
ほ
ど
の
功
徳
を
成
す
。
謹
梁
が
天
地
の
紳
々
を
降
臨
さ
せ
れ
ば
、
世
界
の
蔦
物
を
育
成
し
、
父
子
君
臣
の
あ
る
べ
き
道
を
導
く
。
従
っ
て
、
君
子
が
稽
梁
を
用
い
て
天
下
を
治
め
れ
ば
、
天
地
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
し
か
も
和
合
し
あ
い
、
陰
陽
が
調
和
し
て
高
物
を
育
て
る
の
で
あ
る
。
こ
の
鵡
端
本
に
は
嘗
然
舞
も
含
め
ら
れ
る
。
E
田
古
齢
其
一
で
は
、
舞
描
潟
に
お
い
て
烏
の
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
、
「
清
歌
徐
舞
降
紙
紳
」
と
い
う
句
が
描
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
秦
以
来
の
祭
犯
に
お
け
る
紳
護
降
臨
の
大
い
な
る
喜
び
の
記
憶
が
嘗
時
の
讃
者
の
脳
裏
に
改
め
て
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
降
祇
紳
」
の
句
と
舞
描
潟
に
お
け
る
鳥
の
モ
チ
ー
フ
も
前
述
の
胡
臆
麟
の
言
う
「
古
意
」
に
含
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
清
歌
徐
舞
降
祇
神
」
と
い
う
句
が
揺
入
さ
れ
、
鳥
に
擬
さ
れ
る
艶
麗
な
舞
が
紳
震
を
降
臨
さ
せ
、
人
々
(
「
膏
世
」
「
四
坐
」
)
に
永
遠
の
和
合
と
幸
福
(
「
方
昌
梁
未
央
」
「
歓
終
章
「
白
綜
舞
歌
」
直
田
古
僻
の
「
艶
詩
」
設
展
史
に
お
け
る
位
置
(
部
)
宗
教
社
曾
撃
に
お
い
て
、
宗
教
儀
躍
は
集
圏
の
漣
帯
や
共
同
性
を
強
化
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
中
園
の
儒
教
が
宗
教
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
は
紹
え
な
い
が
、
右
の
「
集
圏
の
連
帯
や
共
同
性
を
強
化
す
る
」
と
い
う
目
的
に
限
っ
て
-
言
え
ば
、
前
掲
の
『
糟
記
』
の
言
説
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
目
的
へ
の
志
向
は
穎
著
で
あ
る
。
儒
教
の
稽
終
に
よ
れ
ば
、
祭
租
で
は
舞
で
紳
霊
を
降
臨
さ
せ
、
舞
で
饗
癒
し
て
祭
杷
の
場
に
留
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
は
和
合
し
て
幸
福
を
享
け
、
天
地
に
卒
和
が
粛
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
音
宋
以
降
に
は
「
艶
詩
」
が
ま
す
ま
す
設
展
し
て
い
っ
た
が
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
論
考
の
中
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
南
朝
「
艶
詩
」
の
中
に
は
、
先
秦
時
代
〔
罰
)
の
祭
柁
詩
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
や
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
た
例
が
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
「
白
綜
舞
歌
」
や
そ
の
他
の
作
品
の
舞
描
潟
に
頻
出
す
る
舞
と
鳥
の
モ
チ
ー
フ
と
の
関
係
も
、
先
秦
時
代
の
祭
記
詩
を
淵
源
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
秦
の
祭
杷
詩
に
お
い
て
は
、
烏
に
擬
さ
れ
る
舞
を
舞
っ
た
り
、
烏
の
視
を
手
に
し
て
舞
っ
た
り
し
て
神
霊
を
降
臨
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
に
和
合
と
幸
福
が
賛
さ
れ
た
。
漠
代
に
は
舞
描
潟
の
比
喰
に
用
い
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
種
類
が
多
様
化
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
次
の
貌
E
田
期
以
降
の
詩
歌
に
は
舞
と
烏
の
モ
チ
ー
フ
と
の
関
係
を
好
む
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
南
朝
「
艶
詩
」
に
先
立
つ
「
白
狩
舞
歌
」
膏
古
僻
其
一
は
人
間
の
宴
を
舞
蓋
と
し
、
人
聞
の
宴
で
歌
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
中
に
は
梁
」
)
を
粛
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
先
秦
時
代
以
来
の
「
古
意
」
が
明
確
に
再
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
舞
を
舞
う
女
性
は
祭
租
に
お
け
る
「
湿
」
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
旬
、
集
画
に
永
遠
の
和
合
と
幸
一
帽
を
粛
す
特
別
な
存
在
に
な
る
。
鳥
に
擬
さ
れ
る
女
性
の
舞
は
た
だ
の
娯
楽
で
は
な
く
、
儒
教
経
典
の
謹
梁
に
関
す
る
記
述
の
主
旨
と
も
合
致
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貼
こ
そ
が
、
「
白
狩
舞
歌
」
耳
目
古
鮮
が
南
朝
「
艶
詩
」
に
輿
え
た
最
大
の
影
響
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
人
キ
は
祭
紀
以
外
の
場
面
に
お
い
て
も
紳
震
の
降
臨
を
必
要
と
し
た
の
か
。
ま
た
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
漠
代
に
多
様
化
し
た
舞
の
描
寓
の
比
喰
が
紬
謹
百
期
以
降
で
は
鳥
の
比
喰
に
絞
ら
れ
て
い
く
傾
向
を
示
す
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
れ
は
本
稿
の
手
に
余
る
問
題
で
あ
る
。
今
後
も
様
々
な
作
品
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
を
考
察
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
注
(
l
)
丁
一
一
晴
保
編
『
歴
代
詩
話
繍
編
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
七
)
一
一
四
六
百
円
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
歴
代
詩
話
繍
編
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
2
)
『
梁
代
「
艶
詩
」
の
再
検
討
』
(
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ
i
ク
ス
、
二
O
一
O
)
第
五
章
参
照
。
(
3
)
本
稿
で
は
呉
兆
宜
注
・
程
淡
剛
補
『
玉
憂
新
諒
築
注
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
九
)
を
基
本
的
に
参
照
し
た
。
(
4
)
『
築
府
詩
集
』
巻
五
五
・
五
六
に
は
幾
っ
か
異
な
る
題
名
の
模
擬
作
品
が
あ
る
が
、
議
機
非
『
漢
線
六
朝
柴
府
文
拳
史
』
(
人
民
文
筆
出
版
社
、
一
九
九
八
)
で
は
「
白
狩
舞
歌
」
と
い
う
線
稿
を
用
い
て
い
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
従
事
つ
。
(5)
「
雅
舞
」
と
「
雑
舞
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
釜
谷
武
志
氏
の
「
雅
舞
と
雑
舞
商
漠
貌
膏
の
舞
歌
」
(
『
未
名
』
一
六
、
一
九
九
八
)
参
照
。
(
6
)
『
楽
府
詩
集
』
(
中
華
書
局
、
一
九
七
九
)
七
六
六
頁
、
巻
五
三
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
出
宋
府
詩
集
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
7
)
『
宋
書
』
(
中
華
書
局
、
二
0
0
0
)
五
五
二
頁
、
巻
一
九
「
梁
志
」
一
。
(
8
)
『
歴
代
詩
話
績
煽
』
牧
録
の
唐
・
呉
競
『
梁
府
士
臼
題
要
解
』
は
、
「
白
狩
舞
」
が
三
園
呉
の
孫
権
の
公
孫
淵
討
伐
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
設
を
翠
げ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
(
9
)
た
だ
、
「
白
綜
舞
歌
」
の
完
篇
が
牧
録
さ
れ
る
現
存
最
古
の
書
物
は
梁
・
沈
約
『
宋
書
』
巻
一
一
一
一
「
築
士
山
」
四
で
あ
る
が
、
「
白
紛
舞
歌
詩
三
篇
」
と
題
さ
れ
、
晋
舞
の
末
尾
、
「
宋
泰
始
歌
舞
曲
詞
」
の
前
に
置
か
れ
、
其
一
の
第
七
句
固
の
歌
詞
は
「
宋
世
方
固
曲
集
未
央
」
と
な
っ
て
い
る
。
唐
・
房
玄
齢
等
三
閏
書
』
巻
二
二
・
ニ
=
一
「
繁
志
」
上
下
に
も
歌
詞
は
無
い
。
(
凶
)
『
梁
府
詩
集
』
七
九
八
頁
、
袋
五
五
。
以
後
、
「
耳
目
古
僻
其
ご
と
略
す
。
(
U
)
例
え
ば
、
『
漢
僻
海
』
第
二
版
(
三
省
堂
、
二
O
O九
)
一
ム
ハ
二
=
一
頁
。
(
ロ
〉
例
え
ば
、
『
義
文
類
爽
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
)
一
五
六
三
頁
、
巻
九
O
「
鶴
」
の
項
が
引
用
す
る
司
東
漠
観
記
』
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。
「
章
帯
至
岱
宗
，
柴
望
畢
・
鵠
三
十
従
東
南
来
，
経
杷
壇
上
(
章
帝
岱
宗
に
至
り
、
柴
望
畢
れ
ば
、
鵠
三
十
東
南
従
り
来
た
り
、
花
壇
の
上
を
経
た
り
ど
同
書
の
「
玄
鵠
」
の
項
は
王
祭
と
曹
植
の
「
白
鶴
賦
」
を
引
用
す
る
。
(
日
)
『
采
萩
堂
古
詩
選
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
一
O
O
八
)
二
六
五
頁
。
(U)
『
宋
書
』
六
三
六
夏
、
巻
一
一
一
一
「
築
士
山
」
四
「
高
嗣
帯
雨
手
白
鵠
朔
・
軽
躯
徐
起
何
洋
洋
。
凝
停
善
陳
容
儀
光
，
宛
若
龍
輔
乍
低
昂
。
随
世
而
愛
誠
無
方
，
如
推
若
引
留
E
行
。
宋
世
方
昌
築
未
央
，
舞
以
霊
神
安
可
忘
。
愛
之
遁
誰
贈
佳
人
，
質
如
軽
雲
色
如
銀
。
砲
以
光
躯
巾
梯
塵
，
制
以
矯
抱
徐
作
巾
。
四
坐
歎
築
胡
可
陳
，
清
歌
徐
舞
降
紙
紳
。
」
(
日
)
『
築
府
詩
集
』
七
九
八
頁
、
巻
五
五
。
以
後
、
「
膏
+
白
僻
其
二
」
と
略
す
。
(
日
)
十
三
経
注
疏
本
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
)
一
一
一
一
五
七
頁
『
謹
記
正
義
』
「
月
令
」
孟
春
疏
「
天
地
之
気
，
謂
之
陰
陽
。
一
年
之
中
，
或
升
或
降
。
故
聖
人
作
象
・
各
分
矯
六
交
，
以
象
十
二
月
。
揚
気
之
升
，
従
十
一
月
矯
始
。
陽
気
漸
升
，
陰
気
漸
下
。
至
四
月
六
陽
皆
升
，
六
陰
皆
伏
(
天
地
の
気
、
之
を
陰
陽
と
謂
う
。
一
年
の
中
、
或
は
升
り
或
は
降
る
。
故
に
聖
人
象
を
作
り
、
各
分
け
て
六
交
と
矯
し
、
以
て
十
二
月
を
象
る
。
陽
気
の
升
る
は
、
十
一
月
従
り
始
ま
る
を
矯
す
。
陽
気
漸
く
升
れ
ば
、
陰
気
漸
く
下
る
ロ
四
月
に
至
り
て
六
陽
皆
升
り
、
六
陰
皆
伏
す
)
」
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
し
年
の
内
で
陽
気
が
上
旬
始
め
る
の
が
十
一
月
で
、
四
月
で
陽
気
が
全
て
上
り
き
る
。
十
一
月
が
「
一
陽
」
で
四
月
が
「
六
陽
」
な
ら
ば
、
一
月
は
「
三
陽
」
と
な
る
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
十
=
一
経
注
疏
本
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
げ
〉
例
え
ば
、
『
説
文
解
字
技
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
)
一
四
八
頁
は
「
鳳
，
紳
鳥
也
」
「
驚
，
赤
紳
霊
之
精
也
」
と
説
明
す
る
。
(
凶
〉
『
梁
府
詩
集
』
七
九
八
頁
、
巻
五
五
。
校
勘
で
は
末
句
の
「
永
歌
回
目
」
を
「
永
歌
侶
」
と
す
る
。
以
後
、
「
晋
古
僻
其
=
一
」
と
略
す
。
(
四
)
原
文
の
み
を
示
す
。
『
南
費
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
七
)
一
九
四
頁
、
容
一
一
「
築
士
山
」
「
白
桁
酔
」
「
陽
春
白
日
風
花
香
，
趨
歩
明
月
舞
瑳
堂
。
情
護
金
石
煽
笠
策
，
羅
桂
徐
轄
紅
袖
揚
ロ
清
歌
流
響
続
鳳
梁
，
如
驚
若
思
凝
且
湖
。
韓
阿
流
精
艶
輝
光
.
終
流
勝
引
隻
雁
行
。
歓
来
何
晩
意
何
長
，
明
君
叡
散
永
歌
回
国
」
。
『
梁
府
詩
集
』
七
九
九
頁
、
巻
五
五
「
舞
曲
歌
酔
」
四
で
「
趨
歩
明
月
舞
瑳
堂
」
は
「
趨
歩
明
月
舞
瑠
裳
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
築
府
詩
集
』
で
は
、
後
述
の
如
く
二
句
ず
つ
で
「
五
首
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
初
)
『
詩
薮
』
(
上
海
古
籍
出
版
祉
、
一
九
七
九
)
四
三
頁
、
内
編
巻
三
。
主
)
「
艶
詩
の
形
成
と
沈
約
」
『
日
本
中
園
皐
曾
報
』
一
一
四
、
一
九
七
二
。
後
、
『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
|
六
朝
詩
人
論
』
(
研
文
出
版
、
二
O
O
一
)
牧
録
。
(
辺
)
『
惰
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
七
三
)
一
一
一
O
一
一
ー
一
一
一
頁
、
巻
一
一
一
一
「
一
音
築
志
」
上
に
は
、
梁
朝
の
「
三
朝
」
、
つ
ま
り
正
月
一
日
の
宴
舎
を
含
む
儀
誼
で
あ
る
「
元
曾
」
で
演
奏
さ
れ
た
四
十
九
も
の
曲
目
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
二
十
番
目
に
「
設
巾
舞
井
自
給
」
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
言
う
「
白
狩
(
舞
)
」
が
ど
の
作
品
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
(
お
)
『
玉
牽
新
諒
』
牧
録
は
二
首
。
別
稿
第
五
章
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
飽
照
は
宋
の
始
輿
王
劉
溶
の
命
を
受
け
て
『
代
自
綜
歌
欝
」
を
制
作
し
た
。
(
川
品
)
内
容
に
つ
い
て
は
別
稿
参
照
。
『
梁
府
詩
集
』
巻
五
六
は
「
雑
舞
」
に
分
類
す
る
が
、
清
・
朱
銘
盤
『
南
朝
宋
曾
要
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
)
は
「
郊
廟
梁
」
に
分
類
す
る
。
(
お
)
曹
旭
集
注
『
詩
品
集
注
』
〈
上
海
古
籍
出
版
社
，
一
九
九
六
)
四
一
一
一
頁
下
品
「
悪
休
淫
鹿
，
情
過
其
才
。
世
遂
匹
之
飽
照
，
恐
商
周
失
(
葱
休
は
淫
扉
に
し
て
、
情
は
其
の
才
を
過
ぐ
。
世
遂
に
之
を
飽
照
に
匹
す
る
も
、
恐
ら
く
は
商
周
な
ら
ん
と
。
彼
は
信
侶
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
文
才
を
愛
し
た
孝
武
帯
の
命
で
還
俗
し
、
仕
官
し
た
ロ
『
宋
書
』
巻
七
一
「
徐
湛
之
停
」
参
照
。
(
お
)
逢
欽
立
『
先
秦
漢
貌
菅
南
北
朝
詩
』
(
中
華
書
局
，
一
九
九
五
)
牧
録
の
十
作
品
の
う
ち
、
五
作
品
が
『
玉
置
宣
新
諒
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
『
玉
牽
新
諒
筆
法
』
は
「
宋
刻
未
収
」
作
品
と
し
て
「
白
綜
曲
」
も
牧
録
す
る
。
(
幻
)
途
欽
立
『
先
秦
漢
踊
笠
田
南
北
朝
詩
』
に
は
十
五
タ
イ
ト
ル
・
二
十
四
作
品
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
五
タ
イ
ト
ル
・
七
作
品
が
『
玉
肇
新
諒
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
『
玉
牽
新
諒
実
在
』
に
は
「
宋
刻
未
牧
」
作
品
と
し
て
「
白
綜
歌
齢
」
一
一
一
首
も
牧
録
す
る
。
『
梁
書
』
巻
三
三
本
俸
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
呉
四
姓
」
の
一
、
呉
郡
呉
の
張
氏
の
出
で
あ
る
。
(
お
)
焦
循
『
孟
子
正
義
』
(
中
華
書
局
，
一
九
九
八
)
六
二
五
六
頁
「
高
章
章
句
上
」
「
始
合
之
，
国
国
駕
，
少
則
洋
洋
罵
(
始
め
之
{
魚
!
引
用
者
補
}
を
舎
{
は
な
}
つ
に
、
圏
圏
罵
た
り
、
少
く
す
れ
ば
則
ち
洋
洋
罵
た
り
)
」
越
岐
注
「
圏
圏
，
魚
在
水
蔵
劣
之
貌
。
洋
洋
，
掘
削
緩
揺
尾
之
貌
(
園
圏
、
魚
の
水
に
在
り
て
窺
劣
た
る
貌
な
り
。
洋
洋
、
輔
副
緩
と
し
て
尾
を
揺
す
る
貌
な
り
)
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
洋
洋
」
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
様
子
と
解
揮
で
き
る
。
王
先
慎
『
韓
非
子
集
解
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
八
)
一
一
oー
一
頁
「
難
言
篇
」
「
所
以
難
言
者
，
言
順
比
滑
漂
，
洋
洋
纏
纏
然
，
則
見
以
矯
華
而
不
寅
(
言
う
を
難
{
は
ば
か
}
る
所
以
の
者
、
言
の
順
比
滑
津
に
し
て
、
洋
洋
繍
纏
然
た
れ
ば
、
則
ち
見
て
以
て
華
に
し
て
賓
な
ら
ず
と
矯
さ
ん
)
」
注
四
「
洋
洋
，
美
。
繍
纏
，
有
編
次
也
(
洋
洋
、
美
な
り
。
繍
縫
、
編
次
有
る
な
り
)
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
洋
洋
」
は
美
し
い
様
子
と
解
稗
で
き
る
。
「
且
目
白
綜
舞
歌
詩
」
其
一
の
場
合
は
、
雨
方
を
兼
ね
て
い
る
と
解
縛
す
る
。
(
m
U
)
佐
藤
保
氏
『
漢
詩
の
イ
メ
ー
ジ
』
(
大
修
館
書
居
、
一
九
九
一
一
一
)
「
鶴
」
の
項
を
参
照
。
(
加
)
『
六
臣
註
文
選
』
(
漸
江
古
籍
出
版
枇
、
一
九
九
九
)
六
二
九
頁
、
谷
三
因
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
文
選
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
担
)
『
文
、
選
』
五
O
四
頁
、
巻
二
八
。
『
玉
牽
新
認
』
一
O
二
三
頁
、
巻
二
は
「
鑑
歌
行
」
と
す
る
。
(
位
〉
『
義
文
類
衆
』
(
上
海
古
籍
出
版
枇
、
一
九
九
九
)
七
六
九
頁
，
巻
四
三
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
義
文
類
前
提
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
お
)
『
楚
齢
補
註
』
(
中
華
書
局
、
ニ
0
0
0
)
二
O
四
頁
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
楚
齢
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
但
)
洪
注
は
更
に
「
顔
師
古
田
『
鳥
各
別
異
，
非
雄
雌
異
名
也
』
」
と
い
う
顔
師
古
の
設
も
引
い
て
い
る
。
(
『
楚
僻
』
二
O
四
頁
)
。
(
お
)
『
詩
集
停
』
(
義
文
印
書
館
、
一
九
七
四
)
二
O
五
頁
、
巻
四
。
(
お
)
向
嶋
成
美
氏
「
漢
貌
六
朝
詩
の
『
驚
』
に
つ
い
て
」
(
『
漢
詩
の
こ
と
ば
』
(
大
修
館
書
底
、
一
九
九
八
)
牧
録
)
参
照
。
(
訂
)
梁
簡
文
一
帝
「
認
舞
」
(
『
玉
豪
新
認
』
二
九
七
頁
、
巻
七
)
「
上
客
何
須
起
・
時
鳥
曲
未
終
」
の
「
時
鳥
」
に
劃
す
る
呉
兆
宜
注
は
「
鳥
夜
蹄
」
を
指
す
と
す
る
。
(
犯
)
『
後
漢
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
六
)
二
六
四
二
三
頁
、
巻
八
O
下。
(
鈎
)
『
漢
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
六
)
三
九
八
八
頁
、
巻
九
七
下
。
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
漢
書
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
伺
)
こ
の
表
現
の
淵
源
は
神
女
の
系
統
の
賦
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宋
玉
の
作
と
さ
れ
る
「
神
女
賦
」
で
は
、
神
女
の
描
寓
と
し
て
「
腕
若
遊
龍
乗
雲
矧
(
腕
な
る
こ
と
遊
龍
の
雲
に
乗
り
て
潮
け
る
が
若
し
)
」
(
『
文
選
』
圭
二
一
頁
、
巻
一
九
)
と
い
う
句
が
見
え
る
ロ
(
位
)
南
朝
時
期
の
賦
で
は
、
漢
賦
の
舞
の
表
現
を
踏
襲
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
梁
の
簡
文
一
帝
の
「
舞
賦
」
に
は
、
「
似
断
震
之
照
彩
，
若
飛
鷲
之
相
及
(
断
霞
の
照
彩
に
似
、
飛
鴛
の
相
及
ぶ
が
若
し
)
」
〈
『
義
文
類
爽
』
七
七
O
頁
、
巻
四
三
)
と
あ
る
。
(
位
)
そ
の
八
首
は
以
下
の
遁
句
。
巻
二
・
西
耳
目
・
左
思
「
嬬
女
詩
」
(
蹴
出
)
、
同
・
陸
機
「
艶
歌
行
」
(
蹴
出
)
、
巻
五
・
梁
・
江
洪
「
諒
舞
女
」
(
鶴
、
鳳
(
驚
)
)
、
巻
七
・
梁
・
皇
太
子
簡
文
「
諒
舞
」
(
蹴
出
)
、
巻
八
・
梁
・
玉
訓
「
奉
和
率
爾
有
諒
」
(
燕
)
、
北
周
・
庚
信
「
奉
和
一
一
詠
舞
」
(
驚
、
鵠
(
鶴
)
)
、
巻
九
・
劉
宋
・
飽
照
「
代
准
南
王
其
ご
(
既
出
)
、
梁
・
沈
約
「
春
日
白
狩
曲
」
(
務
翠
)
。
他
の
二
首
と
は
、
巻
五
・
梁
・
何
遜
「
諒
舞
妓
」
(
暗
雲
、
巻
七
・
梁
・
皇
太
子
簡
文
「
林
下
妓
」
(
風
枝
〉
(
円
相
)
『
楚
僻
』
七
五
頁
。
な
お
、
洪
注
が
引
用
す
る
「
漢
梁
歌
」
と
は
、
漢
「
郊
組
歌
十
九
章
」
の
「
天
地
」
で
あ
る
。
(
仏
)
『
説
文
解
字
注
』
一
一
O
一
頁
。
段
注
は
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。
「
按
祝
乃
親
之
誤
。
亙
親
皆
亙
也
。
故
硯
築
下
総
言
其
義
。
示
部
日
『
祝
，
祭
主
質
齢
者
』
。
『
周
纏
』
・
祝
輿
亙
分
職
。
二
者
難
相
須
矯
用
，
不
得
以
祝
稼
亙
也
。
無
、
舞
皆
亙
晶
畳
韻
。
『
周
躍
』
，
女
亦
一
無
数
，
皐
嘆
削
則
舞
零
(
按
ず
る
に
、
祝
は
乃
ち
親
の
誤
な
り
。
亙
、
親
、
皆
亙
な
り
。
故
に
硯
築
の
下
に
綿
ベ
て
そ
の
義
を
言
う
。
示
部
日
く
『
祝
は
、
祭
主
に
し
て
賛
辞
す
る
者
な
り
』
と
。
『
周
鵡
』
、
祝
と
亙
と
は
職
を
分
か
つ
。
二
者
相
須
い
て
用
を
矯
す
と
難
も
、
祝
を
以
て
亙
と
縛
す
る
を
得
、
ざ
る
な
り
。
無
、
舞
皆
亙
と
畳
韻
な
り
。
『
周
稽
』
、
女
亙
は
無
数
、
早
嘆
あ
ら
ば
則
ち
零
を
舞
う
)
」
「
亙
」
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
前
掲
別
稿
第
四
章
参
照
。
(
必
)
十
三
経
注
疏
本
三
七
六
頁
，
巻
七
之
一
。
本
文
の
訓
讃
は
石
川
忠
久
氏
『
詩
経
中
』
(
明
治
書
院
、
一
九
九
八
)
六
八
|
九
頁
(
福
本
郁
子
氏
措
嘗
部
分
)
に
よ
る
。
(
必
〉
『
毛
詩
傍
築
通
緯
』
(
中
華
書
局
，
三
O
O
四
)
四
O
二
頁
、
巻
二
二
。
(
門
出
)
赤
塚
氏
「
か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
|
振
鷺
の
舞
と
「
烏
」
の
輿
|
」
(
赤
塚
忠
著
作
集
第
五
巻
『
詩
経
研
究
』
研
文
祉
、
一
九
八
六
)
、
一
-
幅
本
氏
の
説
は
前
掲
『
詩
経
中
』
六
八
|
九
頁
参
照
。
(
必
)
紙
幅
の
制
限
上
、
全
文
及
び
注
緯
は
引
用
出
来
な
い
の
で
、
篇
名
だ
け
挙
げ
る
。
榔
風
「
簡
今
」
、
玉
風
「
君
子
陽
陽
」
、
魯
頒
「
有
島
」
、
周
頒
「
振
鷺
」
。
ま
た
、
『
周
檀
』
春
官
「
築
師
」
や
地
官
「
舞
姉
」
に
も
、
祭
杷
の
際
に
鳥
の
羽
を
持
っ
て
舞
う
「
械
舞
」
「
視
舞
」
「
皇
舞
」
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。
(
必
)
『
義
文
類
爽
』
一
六
O
六
頁
、
巻
九
三
「
鷺
」
は
『
爾
雅
』
の
「
鷺
，
春
鋤
」
を
最
初
に
引
用
し
、
次
に
「
振
鷺
」
、
そ
の
次
に
陸
磯
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
轟
魚
疏
』
の
「
鷺
.
水
鳥
也
。
好
白
市
潔
，
故
謂
之
白
鳥
(
鷺
，
水
鳥
な
り
。
自
に
し
て
潔
き
を
好
む
，
故
に
之
を
白
鳥
と
謂
う
)
」
を
引
用
す
る
。
『
太
卒
御
覧
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
八
)
四
一
O
九
頁
、
巻
九
二
五
「
鷺
」
は
「
宛
丘
」
「
振
鷺
」
「
有
駐
」
、
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
最
魚
疏
』
と
並
ぶ
。
(
印
)
家
井
員
氏
は
『
詩
経
の
原
義
的
研
究
』
(
一
一
O
O
四
、
研
文
出
版
〉
三
O
八
夏
、
第
三
章
・
第
一
節
「
君
子
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
『
詩
経
』
に
於
い
て
、
烏
が
呪
物
と
し
て
興
詞
に
歌
わ
れ
て
い
る
場
合
、
必
ず
そ
れ
は
魂
を
表
す
。
」
と
述
べ
、
烏
の
輿
詞
が
見
ら
れ
る
作
品
の
例
と
し
て
「
鴻
雁
」
を
奉
げ
て
い
る
。
(
日
)
『
史
記
』
{
中
華
書
局
、
一
九
七
五
)
一
六
O
七
頁
，
巻
三
八
「
宋
微
子
世
家
」
。
(
臼
)
例
え
ば
、
西
晋
・
侍
玄
作
と
さ
れ
る
「
膏
天
地
郊
明
堂
歌
」
の
「
天
郊
饗
紳
歌
」
の
中
で
は
、
饗
臆
さ
れ
る
神
霊
を
「
神
」
と
呼
び
、
「
地
郊
饗
神
歌
」
で
は
神
霊
は
「
祇
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
天
郊
饗
紳
歌
」
の
冒
頭
は
「
整
泰
壇
，
把
皇
神
(
泰
壇
を
整
え
、
皇
神
を
杷
る
)
」
、
「
地
郊
饗
神
歌
」
の
冒
頭
は
「
整
泰
折
，
挨
皇
祇
(
泰
折
を
撃
え
、
皇
祇
を
挨
{
ま
}
つ
)
」
。
雨
作
品
と
も
『
梁
府
詩
集
』
一
一
一
頁
、
谷
一
枚
録
。
(
臼
)
十
三
経
注
疏
本
一
二
六
八
頁
『
鵡
記
正
義
』
巻
五
「
曲
謹
」
下
篇
「
天
子
祭
天
地
，
祭
四
方
，
祭
山
川
，
祭
五
紀
、
歳
偏
(
天
子
は
天
地
を
祭
り
、
四
方
を
祭
り
、
山
川
を
祭
り
、
五
紀
を
祭
り
、
歳
ご
と
に
編
ね
し
)
」
(
民
)
『
著
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
八
)
六
八
O
頁
、
巻
一
一
一
一
「
築
志
」
上
。
(
日
)
ロ
パ
l
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
(
岩
波
文
庫
、
前
編
一
九
四
一
、
後
編
一
九
四
=
一
)
と
エ
ミ
l
ル
・
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
(
岩
波
文
庫
、
上
巻
一
九
四
て
下
巻
一
九
四
二
)
参
照
。
(
時
)
南
朝
時
代
の
「
艶
詩
」
の
代
表
的
作
品
群
の
一
つ
で
あ
る
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
「
三
婦
艶
」
の
「
古
辞
系
模
擬
作
品
」
に
繰
り
返
し
見
ら
れ
た
特
徴
的
表
現
や
モ
チ
ー
フ
も
、
古
代
の
「
祭
記
詩
」
や
「
宴
飲
詩
」
に
由
来
し
、
人
々
の
和
合
を
言
祝
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
様
の
表
現
や
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
梁
府
以
外
の
多
数
の
「
艶
詩
」
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
の
別
稿
を
参
照
。
五
※
本
研
究
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
挙
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
B
-
二
二
七
二
O
一
四
一
ニ
)
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
